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国立大学法人兵庫教育大学経営協議会（第１回）議事要旨

日 時 平成２７年４月２１日（火）１３時３０分～１４時５０分
場 所 神戸ハーバーランドキャンパス「兵教ホール」

審議に先立ち，学長から，４月１日付けで，新たに経営協議会委員を委嘱
した委員の紹介が行われた。

次いで，前回（平成２６年度第６回）の議事要旨（案）の確認が行われ，
原案のとおり了承された。

議 事
１ 審議事項
（１）学長選考会議委員の選出について

学長から，配付資料３に基づき，大橋委員を学長選考会議委員として選出するこ
とについて説明が行われ，了承された。

（２）大学改革を促進するための学長補佐体制の充実について
上口理事・事務局長から，配付資料４に基づき，学長補佐体制の充実のため副理

事を置くことについて説明が行われ，原案のとおり了承された。
委員による主な意見等は次のとおり（○：意見・質問，●：回答）

○現行の体制で対応することは出来ないのか。
●大学として，各課題に人的資源を投入して対応している意思表示を内外へ示

す意味もある。
○（キャリアパス的に）役員になる前のポストという位置付けになるのか。
●今回のポストは，キャリアパスとしては意識していない。
○職務的には，学内の調整も重要になってくると思われるが，その機能が備わ

っているのか。
●理事に次ぐポストで，実務を執り行う事務職員も配置されるので，調整機能

は十分に備わっていると考えている。

（３）ＩＲ推進室の設置について
上口理事・事務局長から，配付資料５-1，-2に基づき，ＩＲ推進室の設置につい

て説明が行われ，原案のとおり了承された。
○同様の試みが実施されている私学もあるが，まだ試行段階で思うような効果

が上がっていない大学が多い。
●ＩＲ室の設置は文部科学省の意向であり，今後，運営費交付金の配分に反映

されることが想定される。
●大学には膨大なデータがあり，それらのデータを分析して，ビジョンの作成

や課題解決のための策を練るための機能である。
○企画担当部門が現在の企画課と新設されるＩＲ室の２箇所に分散されること

はないか。
●企画するために必要となる基礎データを収集・分析するのがＩＲ室である。

これまで企画課がその機能を全て担ってきた訳ではないが，棲み分けは明確
にする必要がある。

○ＩＲ活動について，スタンダードのようなものはあるのか。
●スタンダード的なものはない。具体的な活動としては，大学ポートレートと

いう国公私立大学共通のデータベースへの情報提供や分析がある。また，卒
業生・修了生のフォローアップ・情報収集の役割を果たすことも想定してい
る。

２ 報告事項
（１）第３期中期目標・中期計画原案について

福田副学長から，配付資料６に基づき，第３期中期目標・中期計画原案の検討状
況について報告が行われた。

なお，原案については，今後も学内での意見や文部科学省からの通知等を踏まえ，
検討を重ねることについて併せて説明が行われた。
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（２）第３期中期目標期間における国立大学法人運営費交付金の在り方について
上口理事・事務局長から，配付資料７-1，-2に基づき，第３期中期目標期間にお

ける国立大学法人運営費交付金の在り方について報告が行われた。
○「財源の多元化や自立的な運営」として「寄附の拡大」や「授業料の設定」

などに言及されており，非常に厳しい内容に感じられる。
●全体として運営交付金は減額になると思われるが，「改善点Ⅰ」が予算全体

の何割を占めることになるかは分からない。人件費を保証するとも言ってい
ない。
本学は「重点支援①」になることが想定されるが，しっかりと対応していく
ことが大事である。

（３）平成２７年度学部及び大学院（修士課程・専門職学位課程，博士課程）の入学者
状況について

福本副学長から，配付資料８-1～-3に基づき，学部及び大学院の平成２７年度入
学者状況について報告が行われた。

（４）寄附金の受入れについて
教育研究支援部長から，配付資料９に基づき，前回の経営協議会以降に受入れ決

定された寄附金について報告が行われた。

（５）その他
学長から，配付資料10に基づき，訴訟事案について報告が行われた。

－ 以 上 －


